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江川校区社会福祉協議会 

江川校区では、皆さんが現在も、そしてこれからも安心して暮らしてい

ける地域づくりのために、地域の関係者で話し合って「人生１００年時

代！いつまでも安心して暮らせるまち 江川」を理念とする２０２５年か

ら２０２９年までの５年間計画を作成しました。目標やその達成に向けた

取り組みが掲載されていますので、是非ご一読ください。 

２０２５

年

２０２９ 
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ごあいさつ 
 

６月末に江川校区社会福祉協議会（以

下「江川校区社協」）の林正博会長がご逝

去されました。 

今回の江川校区ふくしプラン（小地域

福祉活動第１次計画）の作成にあたって

は、３０区豊島会長、３４区松原会長、 

３９区多田会長などのご支援をいただ

き、ようやく完成いたしました。 

  

江川校区は、農村部、漁村部、新興住宅

地、市営団地と、広範囲に特色の異なる地

域性が存在する地域で、課題もそれぞれ

違っています。 

 しかし、地域の公民館を中心とした自

治区活動がしっかりしており、見守りや

困りごとの解決は、それぞれでできてい

ます。そういった背景を踏まえつつ、５年

後、１０年後の江川校区を思い描きなが

ら、「つながり」を念頭に置き、計画を立

てました。 

 

令和７年度からの５年間で「人とのつ

ながり」「地域とのつながり」「関係機関と

のつながり」など、この江川校区をより良

い地域にするために、多くの皆さんと連

携していけたらと考えています。 

 また、地域には古くから続く行事が多

くあります。行事に参加し、伝承していく

ために、他人事ではなく自分事として考

えてもらえたらという思いを、この江川

校区ふくしプランに込めました。 

 

 この計画の実施に対しての地域の皆さ

んの更なるご理解とご協力をお願いする

次第です。 

 最後にこの計画の策定に当たりご尽

力、ご協力いただきました関係者の皆様

に感謝申し上げます。 

  

江川校区社会福祉協議会  

  会長代行 小田 國次  
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第１章 計画策定にあたって  

 

１ 計画の性格 

（１）住民発信の行動計画  

江川校区の様々な福祉課題を解決するために、地域住民・諸団体等が将来の見通しを持ち 

計画的に活動しようとするための行動計画です。 

 

（２）小地域の生活を支える計画 

江川校区に住む人たちの「生活」を支えることを活動の基本とする計画です。 

 

（３）北九州市及び北九州市社会福祉協議会と連携する計画 

   北九州市及び北九州市社会福祉協議会の計画と連携しながら、地域福祉活動を進めていく 

計画です。 

 

（４）江川校区の活動指針となる計画 

社会福祉協議会が地域福祉推進の中核的な団体としての方針や発展強化の道筋を明らかに 

する性格を有します。 

 

２ 計画の期間 

   令和７年度から令和１１年度の５ヵ年とします。また期間中に地域を取り巻く状況に大きな 

  変化があれば、見直します。 

 

３ 計画の策定経過 

地域の福祉活動を進めるために北九州市社会福祉協議会が開催している「ふくしのまちづく

り講座」を活用し、小地域福祉活動計画の必要性を学ぶ講座と、ゲームを通じて超高齢社会を

体験する講座を受講し、計画策定をスタートさせました。 

地域の課題や残していきたいものを把握するためのアンケートを３つの自治会で実施し、ア

ンケート結果を基に体系図（案）を作成しました。役員を中心に意見交換を行い、計画を完成

させました。 
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第２章 江川校区の現状と課題 
 

１ 地域社会の動向 
江川校区データ                         令和 6 年 9 月 30日現在 

人 口 ４，５１１人 幼 稚 園 等 
花乃路保育園 

行学幼稚園 

世 帯 数 ２，１５５世帯 
小 学 校 江川小学校 

中 ・ 高 校 洞北中学校 

年 少 人 口 

（０～１４歳以上） 
４６７人 

市民センター・公民館 

島郷市民センター 

有毛公民館 

乙丸公民館 

蜑住公民館 

岩屋漁村センター 

蜑住団地集会所 

市立稲国集会所 

花野路集会所 

生 産 年 齢 人 口 

（１５～６４歳） 
２，８２５人 

65歳以上の高齢者数 

（75 歳以上を含む） 
１，２１９人 

75 歳以上の高齢者数  ７０７人 

地域包括支援センター 若松２ 

高 齢 化 率 

(65 歳以上の高齢者） 
２７．０２％ 

地域内の 

その他社会資源等 

【医療関連】住田病院 

【福祉関連】玄海介護保険支援センター（居宅介護支援） 

アピス（居宅介護支援） 

ケアハウス玄海（経費老人ホーム） 

デイサービスセンター花乃路（特別養護老人ホーム） 

介護老人保健施設シルバーケア玄海（通所介護・リハビリ） 

グループホームふき（認知症高齢者グループホーム） 

グループホーム玄海の森（認知症高齢者グループホーム） 

【そ の 他】国立県営福岡障害者職業能力開発校 

      亀の井ホテル玄界灘（旧かんぽの宿北九州） 

２ 地域の福祉課題（および小地域福祉活動の課題） 

（１） 高齢化 

江川校区の高齢化率は２７％と若松区平均の３３％より低い状況です。これは、３９区自治会

の花野路地区の高齢者が少ないためです。ただし、その他の地域では、高齢化率は４０％を超え

ており、今後も「高齢化」が進む傾向にあります。 

（２） 少子化 

江川校区の年少人口は４６７人と人口の１０％です。ただし、「10～14歳以上」の人口が年少

人口の半分に当たります。３４区自治会の市営蜑住団地があるおかげで、年少人口が０（ゼロ）

にはなりませんが、今後は、「少子化」の傾向が進むと考えられます。 
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第３章 計画体系 
 

１ 基本理念  
人生１００年時代！いつまでも安心して暮らせるまち 江川 

 

２ 基本目標 
 

（１）福祉を学び合い、助け合いの意識を高めよう 

（２）住民同士のふれあい・交流を深めよう 

（３）地域の暮らしを支え合おう 

 

３ 実施項目（体系図） 
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実施項目 

◎サロン活動の充実 

 ・公民館や集会所での活動充実 

○地域行事への参加促進 

 ・神社清掃、敬老会、 

江川校区ウォーキング など 

○世代間交流 

 ・はなのじ夏まつり 

 ・岩屋夏まつり など 

実施項目 

◎防災意識の向上 

 ・防災講演会の開催 

・市民センター以外の避難所確保 

・合同防災訓練の実施 

○福祉マップの作成 

 ⇒支援が必要な方を見える化！ 

 ・要支援者などの把握 

 ・見守り体制の見直し 

基本目標２ 
 

住民同士のふれあい・交流を

深めよう 

 
 

基本目標３ 
 

地域の暮らしを支え合おう 

基本目標１ 

福祉を学び合い、 

助け合いの意識を高めよう 

 

 

実施項目 

◎組織力を高める 

 ・まち協・自治会などとの連携 

・活動者の確保と育成 

○認知症についての理解を高める 

 ・認知症サポーター養成講座 

・認知症行方不明者捜索模擬訓練 

○活動者の研修 

 ・社会福祉協議会研修会 

・健康づくり講演会  

◎重点的に実施する項目 
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４ 重点実施項目 

重点実施項目 １ 組織力を高める 

１ 課題背景 

江川校区が広範囲な地域であることから、各自治会長とまちづくり協議会会長との間では、LINE による

情報共有がなされている。今後は、自治会や社協の情報共有も SNS などの利用により効率的なものにして

いくとともに、昼間働く人も自治会や社協役員になっても活動しやすい環境にしていく必要がある。 

２ 活動の方針・目標 

① 情報共有のしくみと工夫 

② 働いている人も活動できる環境づくり  

３ 段階的な取組みの年次計画 

取り組み内容 連携する機関 Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 備考 

情報共有のしくみと

工夫 

まち協 

自治会 

校区社協 

   
 

  

働いている人も活動

できる環境づくり 

まち協 

自治会 

校区社協 

  
 

   

 

重点実施項目 ２ サロン活動の充実 

１ 課題背景 

江川校区では、ふれあいを通して生きがい・健康づくり、仲間づくりの力を発揮するため、有毛公民館

で「有毛サロン」、蜑住公民館で「蜑住喜楽会」、岩屋漁村センターで「岩屋サロン」、花野路集会所で「は

なのじサロン」といったサロン活動を実施している。今後も多くの地域住民が気軽に集まれるよう、サロ

ン活動の充実が求められている。  

２ 活動の方針・目標 

① 年間活動計画の作成  

② 住民へのサロン活動周知  

③ 参加しやすい環境づくり 

３ 段階的な取組みの年次計画 

取り組み内容 連携する機関 Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 備考 

年間活動計画の 

作成   

校区社協 

若松区社協 
 

 
   各サロンで検討 

住民へのサロン 

活動周知 

自治会 

民児協 

校区社協 

 
 

    

参加しやすい環境 

づくり 

自治会 

民児協 

校区社協 
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重点実施項目 ３ 防災意識の向上 

１ 課題背景 

二島校区から花房地区には、地震発生の可能性がある「頓田断層」が存在する。また、近年の異常気象

により、いつ災害が発生してもおかしくないものと考えられる。 

大規模災害に際しては、地域による互助活動が必要とされており、防災意識向上が急務である。 

２ 活動の方針・目標 

 ① 防災に対する意識の喚起 

 ② 防災対応訓練等の実施 

 ③ 要支援者情報の把握 

３ 段階的な取組みの年次計画 

取り組み内容 連携する機関 Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 備考 

防災に対する意識 

喚起（研修会） 

自治会 

校区社協 

若松区社協 

     
ふくしのまちづくり

講座 

防災対応訓練の 

実施 

まち協 

自治会 

校区社協 

民生委員 

 
 

   一次避難所の選定 

要支援者情報の 

把握 

自治会 

校区社協 

民生委員 

 
 

   福祉マップ等の作成 
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第４章 計画の推進 
 

１ 地域への計画の承認と周知 
 

（１）校区社会福祉協議会総会等を通じた社会福祉協議会活動者への計画の承認と周知 

（２）計画の実施項目を進めていく上での関係機関・団体への周知・協力依頼 

（３）計画書概要版の配付等を通じた校区住民への周知 

   以上について、計画を推進していくために、計画の広報活動を行います。 

 

２ 計画を推進するための体制 
 

（１）小地域福祉活動計画推進委員会の設置 

計画を推進していくために、江川校区小地域福祉活動計画推進委員会を設置し、 

計画の進行管理を行います。 

① 関係機関・団体との連携 

② 計画内容の具体的な実施方法 

③ 進行管理の実施 

以上について、委員会では協議を進めていきます。 

 

（２）計画の進行管理 

江川校区小地域福祉活動計画推進委員会を開催し

ます。（当年度の事業推進の確認、年度内における中

間確認、次年度の事業確認など）委員会では、ＰＬＡ

Ｎ（計画立案）・ＤＯ（実行）・ＣＨＥＣＫ（点検・評

価）・ＡＣＴ（改善）というＰＤＣＡのサイクルを回し

ながら、計画内の各実施項目の進捗状況を把握し、う

まく進行していない場合には、その原因を明らかにし、

問題への対策を立て、その対応策を実施します。 

 

（３）計画の評価 

     計画期間の中間点では計画全体の中間見直しを、最終年度には総括評価を行います。 

 

３ 第２次計画の策定 
 

  第１次計画の推進状況を踏まえ、第２次計画の策定時期（計画第５ヶ年度）には新しく第２次

計画策定委員会を設置し、計画策定に向けて協議を進めていきます。 
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参考資料 

【江川校区小地域福祉活動策定委員名簿】 
  

 氏 名 所属団体等 役職 備 考 

１ 小田 國次 江川校区社会福祉協議会 会長代行 江川校区まちづくり協議会会長 

２ 多田 政博 江川校区社会福祉協議会 副会長 39区自治会長 

３ 豊島 茂 江川校区社会福祉協議会 監事 30区自治会長 

４ 林 敏夫 江川校区社会福祉協議会 監事 岩屋区長 

５ 石橋 照美 江川校区社会福祉協議会 会計 健康づくり推進員 

６ 松原 博幸 江川校区社会福祉協議会 理事 34区自治会長 

７ 杉原 清 江川校区社会福祉協議会 理事 有毛区長 

８ 中嶋 洋 江川校区社会福祉協議会 理事 蜑住区長 

９ 白石 秀敏 江川校区社会福祉協議会 理事 乙丸区長 

１０ 細川 義春 江川校区社会福祉協議会 理事 稲国区長 

１１ 寺本 裕子 江川校区社会福祉協議会 理事 
民生委員・児童委員  

江川・ひびきの地区 副会長 

１２ 吉住 衛 江川校区まちづくり協議会 部会長 健康づくり推進員  

１３ 鎌足 利春 江川校区まちづくり協議会  30区防犯部長 

１４ 中村 淳一   健康づくり推進員 

１５ 本田 里美   健康づくり推進員 

１６ 小田 浅子   健康づくり推進員 

１７ 天野 和子   健康づくり推進員 

 

【策定までの経過】 

  

「ふくしのまちづくり講座」 

・計画策定の意義を学ぶ 

・ゲームを通じて超高齢社会 

を体験 

アンケート 

・地域の課題 

・未来に残したいこと 

などを調査 

体系図（案） 

・アンケートを基に作成 

・役員を中心に内容確認 

→修正 を繰り返し 

計画完成 

・冊子版を関係者へ配布 

・回覧板で地域住民に概要版 

を周知 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

 

江川校区社会福祉協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若松区社会福祉協議会 
〒808-8510 北九州市若松区浜町一丁目 1番 1号 若松区役所内 

TEL 093-761-3422  FAX 093-761-3660 

 

北九州市社会福祉協議会 
〒804-0067 北九州市戸畑区汐井町１番６号 ウェルとばた８階 

 （代    表）TEL 093-882-4401  FAX 093-882-3579 

（地域福祉部）TEL 093-882-4425  FAX 093-873-1351 

３４区 
蜑住団地・蜑住 

 

拠点：蜑住団地集会所 

(若松区大字蜑住) 

３０区 
岩屋・稲国・有毛・ 

蜑住・乙丸地区 

 

拠点：有毛公民館 

(若松区大字有毛６８２番地) 

３９区 
花野路 

 

拠点：花野路集会所 

(若松区花野路１丁目２２番)  

  

  

 


